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必要性に沿った支援を行う必要があるとされる（小田 , 2004; 中村 , 2007）。また、災害・危機の種類
によっても必要とされる情報が異なるという指摘もある（中村 , 2004）。だが、実際の災害報道を検証




























　以上の保護者 900名、学生 500名のアンケートを 2011年 6月に郵送・配布し、7月末ま
でに回収されたものを本調査のデータとして扱うこととした（実際には 8月末日までの回収




































































不安感 非常に感じる かなり感じる 少しは感じる まったく感じない














































感じる」）は国民性調査 61％・保護者 49％、原子力施設の事故の不安は国民性調査 47％・
保護者 78％、戦争の不安は国民性調査 37％・保護者 29％、生活の経済面の不安は国民性調























ゴリの値を第 1次元値と第 2次元値の平面図で見ると、7項目の不安 3カテゴリの値は、カ
テゴリ毎に 7項目がほぼ全てがまとまって位置しており、7項目の 3カテゴリがほぼスケー
ルをなすことを表している。例として学生についての分析結果を図 3.4に示す。因子分析を





















































　 学生 保護者女性 保護者男性
　 第 1因子 第 2因子 第 1因子 第 2因子 第 1因子 第 2因子
A.交通事故 .731 .058 .108 .686 .602 .269
B.地震 .824 .167 .310 .738 .842 .104
C.津波 .758 .181 .090 .767 .814 -.023
D.原子力施設の事故 .662 .272 .613 .369 .499 .505
E.地球の温暖化 .305 .699 .791 .064 .150 .757
F.戦争 .409 .571 .631 .232 .294 .597















災害不安低 24%・中 41%・高 35%、「それほどではないが危険を感じた」では、災害不安低




















男性は賛成→賛成 15％、賛成→反対 74％、反対→反対 11％、保護者女性は賛成→賛成 9％、








































否確認を行う状況も少なからず生じていることが示されている（関谷ら , 2012; 執行 , 2011; 
吉次 , 2011）。災害時に人々がマス・メディアから情報を得るというのは、半世紀にわたる数々
の調査で一貫した傾向ではあるが（Bracken et al.,2005; Deutschmann & Danielson, 1960; 
Hirschburg et al.,1986; Ledingham & Walters,1985; Piotrowski & Armstrong,1998）、イ
ンターネットや携帯電話といった新しいメディアの利用度が必ずしも災害時に高いわけでは




















































保護者　n=410 使った 使えなかった 使わなかった 無回答 最初に使用
①テレビ 221 53.9% 109 26.6% 74 18.0% 6 1.5% 210 51.2%
②ワンセグ放送 60 14.6% 83 20.2% 252 61.5% 15 3.7% 33 8.0%
③ラジオ（カーラジオ含む） 99 24.1% 51 12.4% 246 60.0% 14 3.4% 61 14.9%
④インターネット（携帯電話） 69 16.8% 121 29.5% 209 51.0% 11 2.7% 15 3.7%
⑤インターネット（パソコン） 87 21.2% 94 22.9% 218 53.2% 11 2.7% 23 5.6%
⑥館内放送 86 21.0% – – 300 73.2% 24 5.9% 11 2.7%
⑦市町村の無線放送 40 9.8% – – 345 84.1% 25 6.1% 1 0.2%
⑧電話やメールを通じて 174 42.4% – – 221 53.9% 15 3.7% 23 5.6%
⑨直接、口伝えで人から 182 44.4% – – 210 51.2% 18 4.4% 27 6.6%
学生　n=317 使った 使えなかった 使わなかった 無回答 最初に使用
①テレビ 172 54.3% 92 29.0% 51 16.1% 2 0.6% 134 42.3%
②ワンセグ放送 79 24.9% 59 18.6% 176 55.5% 3 0.9% 38 12.0%
③ラジオ（カーラジオ含む） 69 21.8% 40 12.6% 203 64.0% 5 1.6% 17 5.4%
④インターネット（携帯電話） 180 56.8% 73 23.0% 60 18.9% 4 1.3% 63 19.9%
⑤インターネット（パソコン） 52 16.4% 80 25.2% 180 56.8% 5 1.6% 6 1.9%
⑥館内放送 72 22.7% – – 242 76.3% 3 0.9% 12 3.8%
⑦市町村の無線放送 45 14.2% – – 269 84.9% 3 0.9% 2 0.6%
⑧電話やメールを通じて 196 61.8% – – 118 37.2% 3 0.9% 20 6.3%




























保護者 学生 レンジ 自宅 勤務先・学校 外出先 レンジ
①テレビ 0.007 –0.010 0.017 1.163 –0.991 –0.671 2.154 .099*
②ワンセグ放送 –0.314 0.410 0.724 –1.063 0.441 1.216 2.280 .053*
③ラジオ 0.107 –0.141 0.249 –1.015 0.201 1.459 2.474 .024*
④ネット（携帯電話） –0.850 1.124 1.974 –0.473 0.331 0.372 0.845 .140*
⑤ネット（パソコン） –0.165 0.219 0.384 –0.577 1.485 –0.967 2.451 .010*
⑥館内放送 –0.170 0.217 0.387 –1.204 0.879 0.829 2.083 .163*
⑦市町村の無線放送 –0.455 0.580 1.035 0.918 –0.583 –0.768 1.686 .010*
⑧電話やメール –0.714 0.932 1.647 –0.656 0.193 0.842 1.497 .051*




















保護者　n=410 使った 使えなかった 使わなかった 使い方・場所
知らない
無回答 最初に使用
①固定電話 134 32.7% 143 34.9% 129 31.5% – – 4 1.0% 42 10.2%
②携帯電話（通話） 184 44.9% 201 49.0% 19 4.6% – – 6 1.5% 160 39.0%
③携帯電話（メール） 277 67.6% 102 24.9% 28 6.8% – – 3 0.7% 161 39.3%
④携帯電話（ＳＮＳ） 15 3.7% 36 8.8% 173 42.2% 175 42.7% 11 2.7% 2 0.5%
⑤パソコン（メール） 34 8.3% 71 17.3% 299 72.9% – – 6 1.5% 6 1.5%
⑥パソコン（ＳＮＳ） 4 1.0% 52 12.7% 218 53.2% 129 31.5% 7 1.7% 0 0.0%
⑦ＩＰ電話 11 2.7% 33 8.0% 224 54.6% 133 32.4% 9 2.2% 0 0.0%
⑧災害用伝言ダイヤル 33 8.0% 27 6.6% 261 63.7% 82 20.0% 7 1.7% 4 1.0%
⑨公衆電話 38 9.3% 27 6.6% 320 78.0% 17 4.1% 8 2.0% 13 3.2%
学生　n=317 使った 使えなかった 使わなかった 使い方・場所
知らない
無回答 最初に使用
①固定電話 79 24.9% 98 30.9% 137 43.2% – – 3 0.9% 20 6.3%
②携帯電話（通話） 150 47.3% 139 43.8% 27 8.5% – – 1 0.3% 122 38.5%
③携帯電話（メール） 212 66.9% 88 27.8% 13 4.1% – – 4 1.3% 94 29.7%
④携帯電話（ＳＮＳ） 192 60.6% 38 12.0% 74 23.3% 10 3.2% 3 0.9% 40 12.6%
⑤パソコン（メール） 7 2.2% 43 13.6% 264 83.3% – – 3 0.9% 2 0.6%
⑥パソコン（ＳＮＳ） 31 9.8% 44 13.9% 228 71.9% 12 3.8% 2 0.6% 1 0.3%
⑦ＩＰ電話 25 7.9% 32 10.1% 220 69.4% 38 12.0% 2 0.6% 4 1.3%
⑧災害用伝言ダイヤル 35 11.0% 17 5.4% 231 72.9% 32 10.1% 2 0.6% 2 0.6%
⑨公衆電話 45 14.2% 22 6.9% 239 75.4% 9 2.8% 2 0.6% 12 3.8%
※「手段」の「その他」、および「最初に使用」の「その他」「無回答」は省略
　一方で、大きな世代間の違いと考えられるものに、「携帯電話（SNS）」「パソコン（SNS）」





























保護者 学生 レンジ 自宅 勤務先・学校 外出先 レンジ
①固定電話 0.509 –0.681 1.190 0.754 –0.014 –1.243 1.997 .033*
②携帯電話（通話） 0.312 –0.412 0.724 –1.034 0.606 0.931 1.965 .020*
③携帯電話（メール） –0.639 0.861 1.500 –0.979 0.855 0.507 1.834 .011*
④携帯電話（ＳＮＳ） –0.860 1.131 1.991 –0.084 –0.022 0.168 0.252 .383*
⑤パソコン（メール） 0.759 –1.012 1.771 –0.478 0.000 0.802 1.280 .017*
⑥パソコン（ＳＮＳ） –0.852 1.132 1.984 –0.271 0.096 0.330 0.601 .022*
⑦ＩＰ電話 –0.646 0.851 1.496 –0.456 –0.200 1.006 1.462 .021*
⑧伝言ダイヤル –0.815 1.080 1.895 –0.710 0.774 0.207 1.485 .001*
















































保護者 学生 保護者 学生
災害時の連絡手段を決めていますか 大学の災害時対応についての不安
1.  地震の前から決めていた 24.4 15.7 1.  とても不安がある 6.6 13.0 
2.  地震の後に決めた 25.5 21.7 2.  少し不安がある 49.4 56.8 
3.  今も決めていない 45.3 60.9 3.  ほとんど不安はない 37.6 22.6 
その他・無回答 4.8 1.7 4.  まったく不安はない 3.4 6.1 
災害時の集合場所を決めていますか その他・無回答 3.0 1.4 
1.  地震の前から決めていた 42.1 31.6 大学と保護者との連絡についての不安
2. 地震の後に決めた 20.7 14.8 1.  とても不安がある 9.6 8.7 
3.  今も決めていない 35.1 52.5 2.  少し不安がある 52.8 40.6 
その他・無回答 2.1 1.2 3.  ほとんど不安はない 33.0 36.2 
4.  まったく不安はない 2.7 11.3 
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Social Anxiety and Media Uses 
in the Tohoku - Pacific Ocean Earthquake
KOTERA Atsushi, HAYASHI Fumi
Abstract
This article investigates social anxiety and media uses of indirect victims in natural 
disasters. Surveys were conducted after the Tohoku - Pacific Ocean Earthquake in 2011 
and data were collected from undergraduates of ToyoEiwa University and their parents. 
Age and gender differences were examined in social responses such as anxiety 
and related behaviors after the earthquake. The results confirmed prior research in 
the communication field that media preferences in disasters depend on mainly where 
indirect victims are located at the time; however this research also indicates that age 
differences were also a strong predictor of digital media uses.
